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令和２年度一般会計補正予算（第１号） 

補正予算規模 約158億60万円 
～新型コロナウイルス感染症緊急対策 第１弾を実施～ 

 
新型コロナウイルス感染症拡大防止緊急事態宣言の発出等に伴い、市民及び市内事業者の

皆さんの生活安定と事業継続への支援を緊急的に行うため、令和２年度一般会計補正予算

（第１号）を編成しました。 

 

 

【１】 予 算 規 模 
（単位：千円） 

区分 補正前予算額 補正額 補正後予算額 

一 般 会 計 予 算 65,450,000 15,800,595 81,250,595 

 
 
 

【２】 一般会計予算の内訳 

歳入                                               （単位：千円） 

 
 

 

歳出                                               （単位：千円）                                                 

 

 

 

款 項

1 国庫支出金 16,763,526 14,718,304 31,481,830

1 国庫補助金 1,198,202 14,718,304 15,916,506

2 繰入金 498,420 1,082,291 1,580,711

 1 繰入金 498,420 1,082,291 1,580,711

48,188,054 － 48,188,054

65,450,000 15,800,595 81,250,595

補 正 前 の 額 補 正 額 補 正 後 の 額

歳 入 合 計

補　正　さ　れ　な　か　っ　た　款　に　係　る　額

款 項

1 民生費 36,493,761 14,744,988 51,238,749

 1 社会福祉費 13,623,199 14,571,655 28,194,854

 2 児童福祉費 11,975,607 173,333 12,148,940

2 産業費 96,249 967,191 1,063,440

1 商工費 61,139 967,191 1,028,330

3 消防費 2,140,248 88,416 2,228,664

 1 消防費 2,140,248 88,416 2,228,664

26,719,742 － 26,719,742

65,450,000 15,800,595 81,250,595歳 出 合 計

補　正　さ　れ　な　か　っ　た　款　に　係　る　額

補 正 前 の 額 補 正 額 補 正 後 の 額
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補正予算の概要 

 

 

◎守口市一般会計補正予算（第１号） 

 合計 15,800,595 

新型コロナウイルス感染症対策 

生活と暮らし支援 

(1)特別定額給付金事業                           14,545,696 

  ・感染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行うものです。   

・令和２年４月27日の基準日において、住民基本台帳に記録されている者を受給対象者、 

その方が属する世帯の世帯主を受給権者とし、受給対象者１人につき10万円を支給する。 

 

(2)子育て世帯への臨時特別給付金事業                    172,608 

  ・新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する取組の一つと 

して、児童手当（本則給付）を受給する者に、対象児童1人につき1万円を支給します。 

・平成16年４月２日から令和２年３月31日までに生まれた児童 

 

(3)守口市スーパープレミアム付商品券事業                  607,059 

・市民の皆様の生活安定と、市内消費の喚起による市内事業者の皆様への事業支援のため、 

本市独自の支援策として「守口市スーパープレミアム付商品券」を発行します。 

・1世帯あたり1万円の購入で、1万5,000円分の商品券の利用が可能 

・世帯あたりに加え、世帯内に中学生以下（0歳から15歳まで）の児童がおられる世帯に 

は、その人数に応じた商品券の購入が可能 

  ・令和２年４月１日において、住民基本台帳に記録されている全世帯 

※所得制限はありません。 

 

事業活動支援 

(4)休業要請支援金事業                           360,132 

・新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態措置により、大阪府から施設の使用制限による 

 休業の協力要請等を受け、特に深刻な影響を被っている中小企業・個人事業主を対象に、家賃 

 等の固定費を支援し、将来に向けて、事業継続を下支えする「休業要請支援金（府・市町村共 

同支援金）」を支給します。（大阪府との共同事業） 

 

（単位：千円） 
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【対象要件】 

   ・市内に主たる事業所を有していること。 

   ・休業要請を受け、令和2年4月21日～5月6日の全ての期間中対象施設を全面的に休 

業していること。 

  ・令和2年4月の売上が前年同月比で50％以上減少していること。 

・中小企業 100万円、個人事業主 50万円（府と市で1/2ずつ負担） 

 

感染拡大の防止 

(5)高齢者世帯向けマスク配布事業                       25,959 

・新型コロナウイルスの感染拡大及び長期化に備え、今なお購入が難しい不織布マスク 

を65歳以上の高齢者（令和２年５月１日現在）がおられる全世帯に対し、感染防止の 

ため本市独自の支援策として配布します。 

  ・１世帯 50枚（ワンカートン） 

 

(6)妊婦向けマスク配布事業                           725 

・厚生労働省配布予定の妊婦向け布マスクが現在、配布中断となったことから市として急ぎ 

妊婦の不安解消と感染防止のため、本市独自の支援策として不織布マスク配布します。 

・令和２年４月30日現在の妊婦及び今後妊娠の届出をされる妊婦 

・１人 50枚（ワンカートン） 

 

(7) 新型コロナウイルス感染症 感染防止用 マスク購入事業           88,416 

・今後の感染拡大リスクや長期化に備え、不織布マスクを、重症化のリスクが高い市民、 

台風等災害発生時の被災者等への配布に向けた備蓄として購入します。 


